[image: ]　このには、くの国 (くに)がありますが、まだ、福音 (ふくいん)をらない国 (くに)が
たくさんあります。をらない国 (くに)にしるしをつけて、そこに
福音 (ふくいん)をえるために、レムナントのみんながすることができることを
考 (かんが)えてみましょう。そして心 (こころ)をこめてり文 (ぶん)を書 (か)きましょう。
かならずえられます！


じだいを　いかす　
ターニングポイントを　はっけんしよう



　　　　　　

マタイ16:16　シモン・ペテロが答 (こた)えて言 (い)った。「あなたは、生 (い)ける神 (かみ)の御子 (みこ)キリストです。」



げつようび



韓国 (かんこく)は、同 (おな)じ言語 (げんご)、文化 (ぶんか)、血統 (けっとう)を持 (も)った単一 (たんいつ)民族 (みんぞく)が住 (す)んでいる国 (くに)です。ところが、世界 (せかい)で唯一 (ゆいいつ)の分断 (ぶんだん)国家 (こっか)でもあります。第二次 (だいにじ)世界 (せかい)大戦 (たいせん)の結果 (けっか)、北緯 (ほくい)38度 (ど)線 (せん)を境界 (きょうかい)として、アメリカとソ連 (れん)によって朝鮮 (ちょうせん)半島 (はんとう)が分割 (ぶんかつ)して占領 (せんりょう)されました。そして、今年 (ことし)で71年目 (ねんめ)になりますが、分断 (ぶんだん)の悲 (かな)しみと戦争 (せんそう)の威嚇 (いかく)の中 (なか)で生 (い)きています。ところで、聖書 (せいしょ)にも韓国 (かんこく)のように分断 (ぶんだん)された国家 (こっか)の話 (はなし)が登場 (とうじょう)します。
南 (みなみ)ユダと北 (きた)イスラエルに分断 (ぶんだん)されたイスラエルの話 (はなし)です。イスラエルが分断 (ぶんだん)された理由 (りゆう)は何 (なに)でしょうか。それは、契約 (けいやく)をのがして神様 (かみさま)を離 (はな)れたためです。しかし、福 (ふく)音 (いん)（創世記 (そうせいき)3:15、出 (しゅつ)エジプト記 (き)3:18、イザヤ7:14、マタイ16:16）を回復 (かいふく)するとき、すべてが回復 (かいふく)しました。
それなら、この時代 (じだい)の韓国 (かんこく)と北朝鮮 (きたちょうせん)、、もう一歩 (いっぽ)進 (すす)んで世界 (せかい)を生かす方法 (ほうほう)は何 (なん)でしょうか。それはイエスがキリストという福音 (ふくいん)を回復 (かいふく)して、伝道 (でんどう)と宣教 (せんきょう)の奥義 (おくぎ)を味 (あじ)わうことです。そのとき、イスラエルが回復 (かいふく)したように、と北朝鮮 (きたちょうせん)、、そして、全 (ぜん)世界 (せかい)を生 (い)かす門 (もん)が開 (ひら)かれるようになるでしょう。
　　　　　　　　　教団100周年記念特別メッセージ/2016.6.24





　きょうのいのり













　きょうのでんどう











　きょうのみことば

創世記15～16

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう












もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう
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みことばを
てきようしよう

































おいのり
しよう



父 (ちち)なる！福音 (ふくいん)を知 (し)らせてくださってありがとうございます。私 (わたし)がっている福音 (ふくいん)を通 (とお)して韓 (かん)国 (こく)と北 (きた)朝 (ちょう)鮮 (せん)、日 (にほん)本と全 (ぜん)世 (せ)界 (かい)をかすキリストの弟子 (でし)という祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうことができますように。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

[image: ][image: ]レムナントの　２４じ




　　　　　　
創世記 (そうせいき)39:2～3　主 (しゅ)がヨセフとともにおられたので、彼 (かれ)は幸 (こう)運 (うん)な人 (ひと)となり、そのエジプト人 (じん)の主人 (しゅじん)の家 (いえ)にいた。の主人 (しゅじん)は、主 (しゅ)が彼 (かれ)とともにおられ、主 (しゅ)が彼 (かれ)のすることすべてを成功 (せいこう)させてくださるのを見 (み)た。




かようび



有名 (ゆうめい)な神学者 (しんがくしゃ)ヘンリ・ナウエン（Henri Nouwen）は、「霊的 (れいてき)戦 (たたか)いをするのに最 (もっと)も重要 (じゅうよう)なのは、神 (かみ)の子 (こ)どもの身分 (みぶん)を強調 (きょうちょう)することだ」と話 (はな)しました。サタンは、私 (わたし)たちが神 (かみ)の子 (こ)どもという身分 (みぶん)を、よく忘 (わす)れるようにだまします。しかし、この世 (よ)には神様 (かみさま)を「パパ、お父 (とう)さん」と呼 (よ)ぶ宗教 (しゅうきょう)はありません。ただ福音 (ふくいん)を悟 (さと)ったレムナントだけが、イエス様 (さま)にあって堂々 (どうどう)と神 (かみ)の子 (こ)どもになるのです。神 (かみ)の子 (こ)どもが、どんな困 (こん)難 (なん)の中 (なか)でも幸運 (こううん)な生活 (せいかつ)を送 (おく)れる奥義 (おくぎ)です。まるで24時間 (じかん)、の特別 (とくべつ)な保護 (ほご)と祝福 (しゅくふく)を受 (う)けていたヨセフのようにということです。
今 (いま)この時代 (じだい)は、徹底的 (てっていてき)に私 (わたし)中心 (ちゅうしん)、中心 (ちゅうしん)、成功 (せいこう)中心 (ちゅうしん)に24時 (じ)を生 (い)きるようにさせています。しかし、レムナント7人 (にん)（ヨセフ、モーセ、サムエル、ダビデ、エリシャ、イザヤ、パウロ）と初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の信徒 (しんと)のように、神様 (かみさま)とともにいる24時 (じ)を味 (あじ)わえば、証人 (しょうにん)の生活 (せいかつ)を送 (おく)るだけでなく、神様 (かみさま)の力 (ちから)を体験 (たいけん)する25時 (じ)の答 (こた)えを受 (う)けるようになります。この祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうことに挑戦 (ちょうせん)してみましょう。
　　　　　　　　　核心訓練メッセージ/2016.6.25




　きょうのいのり












　きょうのでんどう












　きょうのみことば

創世記17～18

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう










今日 (きょう)の24時間 (じかん)ののスケジュールを書 (か)いてみましょう。
　　　　　　　　そして、その時間 (じかん)ので、神様 (かみさま)とともにいることができる方法 (ほうほう)を
　　　　　　　　考 (かんが)えてみましょう！


みことばを
てきようしよう

































おいのり
しよう


父 (ちち)なる！この世 (よ)の方法 (ほうほう)で生 (い)きる24時 (じ)ではなく、がともにおられる24時 (じ)のをすることができますように。そして、ヨセフのように、霊 (れい)も肉 (にく)も幸運 (こううん)になるえをわわせてください。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン



[image: ]れきしの　しゅじんこう
　キリストに　もちいられよう




　　　　　　
使徒 (しと)1:8　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)まれるとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土 (ぜんど)、および地 (ち)の果 (は)てにまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。」




すいようび



今年 (ことし)は、ＡＤ (エイディ)（西暦 (せいれき)）2016年 (ねん)です。イエス・キリストがこの世 (よ)に来 (こ)られて2016年 (ねん)目 (め)だという意味 (いみ)です。歴史 (れきし)を意味 (いみ)する単語 (たんご)'History (ヒストリー)'とは'His (ヒズ) Story (ストーリー)'（彼 (かれ)の話 (はなし)）ということばで、キリストの話 (はなし)であることを意味 (いみ)します。イエス様 (さま)の誕生 (たんじょう)を基準 (きじゅん)にして、時代 (じだい)を区分 (くぶん)する理由 (りゆう)は、イエス・キリストが歴史 (れきし)の主人 (しゅじん)公 (こう)であるからです。このように、神様 (かみさま)の救 (すく)いの働 (はたら)きを中心 (ちゅうしん)に、時代 (じだい)と国 (くに)の歴史 (れきし)が変わっていき、私 (わたし)の人生 (じんせい)も変 (か)わります。それなら、歴史 (れきし)の主人 (しゅじん)公 (こう)であるイエス・キリストと「私 (わたし)」は、どんな関係 (かんけい)にならなければならないのでしょうか。
すべての問題 (もんだい)の解決者 (かいけつしゃ)で救 (すく)い主 (ぬし)であるイエス・キリストを信 (しん)じて受 (う)け入 (い)れることが、私 (わたし)たちがまずにすることです。そうすれば、私 (わたし)の人生 (じんせい)に歴史 (れきし)の主人 (しゅじん)公 (こう)であるイエス様 (さま)を主人 (しゅじん)としてお迎 (むか)えできます。救 (すく)いの働 (はたら)きを中心 (ちゅうしん)に、歴史 (れきし)を動 (うご)かしておられる神様 (かみさま)の働 (はたら)きの中 (なか)に私 (わたし)の人生 (じんせい)が入 (はい)らなければなりません。神様 (かみさま)は、私 (わたし)たちに使徒 (しと)1章 (しょう)8節 (せつ)のみことばを約束 (やくそく)されて、みことばのとおり世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の契約 (けいやく)を中心 (ちゅうしん)に、働 (はたら)きを成 (な)し遂 (と)げておられます。ですから、このみことばを握 (にぎ)らなければなりません。私 (わたし)の人生 (じんせい)が、キリストの救 (すく)いの働 (はたら)きに用 (もち)いられるようにです。最後 (さいご)に、この契約 (けいやく)の中 (なか)で、私 (わたし)だけのタラントと道 (みち)を発見 (はっけん)しなければなりません。歴史 (れきし)の主人 (しゅじん)公、キリストに用 (もち)いられるとき、私 (わたし)はこの時代 (じだい)に星 (ほし)のように光 (ひかり)を放 (はな)つ存在 (そんざい)になるでしょう!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　インマヌエル教会聖日1部/2016.6.26





　きょうのいのり












　きょうのでんどう













　きょうのみことば

　創世記19～20

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう














もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう
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歴史 (れきし)の公 (こう)であるイエス・キリストを確認 (かくにん)しましょう






　１．（Before (ビフォー) Christ (クライスト)）と（Anno (アンノ) Domini (ドミニ)）、の意味 (いみ)を
　　　探 (さが)して、書 (か)きましょう。








２．の公 (こう)であるキリストがくださった1:8のを書 (か)いて
　　暗唱 (あんしょう)して、の契約 (けいやく)にしましょう。




みことばを
てきようしよう

































おいのり
しよう


父 (ちち)なる！歴史 (れきし)の主人公 (しゅじんこう)、イエス・キリストに会 (あ)わせてくださって、ありがとうございます。いまから徒 (と)1章 (しょう)8節 (せつ)の束 (そく)の中 (なか)でキリストにいられるようにいてください。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン


[image: ]かみさまの　ひとたちが
　　　　　うける　こたえ



　　　　　　

使徒 (しと)1:14　この人 (ひと)たちは、婦人 (ふじん)たちやイエスの母 (はは)マリヤ、およびイエスの兄弟 (きょうだい)たちとともに、みな心 (こころ)を合 (あ)わせ、祈 (いの)りに専念 (せんねん)していた。




もくようび




神様 (かみさま)の人 (ひと)は、どのように人生 (じんせい)を生 (い)きていかなければならないのでしょうか。人生 (じんせい)に神様 (かみさま)の働 (はたら)きが続 (つづ)いたら、どれくらい幸 (しあわ)せでしょうか。聖書 (せいしょ)に出 (で)てくる信 (しん)仰 (こう)の証人 (しょうにん)のように、神様 (かみさま)の止 (と)まらない働 (はたら)きの中 (なか)に入 (はい)れば、私 (わたし)の人生 (じんせい)にも神様 (かみさま)の働 (はたら)きが継続 (けいぞく)して続 (つづ)きます。このような生活 (せいかつ)を味 (あじ)わおうとするなら、先 (さき)に、ただ福 (ふく)音 (いん)を理 (り)解 (かい)しなければならない理由 (りゆう)から分 (わ)からなければなりません。
ただ福音 (ふくいん)ではなくてはいけない理由 (りゆう)は、霊的 (れいてき)問題 (もんだい)のためです。人間 (にんげん)の問題 (もんだい)は、肉的 (にくてき)な問題 (もんだい)から始 (はじ)まったのではなく、霊的 (れいてき)問題 (もんだい)からきたためです。それゆえ、神様 (かみさま)は私 (わたし)たちに、ただ福音 (ふくいん)をくださいました。福音 (ふくいん)であるイエス・キリストだけが霊的 (れいてき)問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)するためです。ただ福音 (ふくいん)を受 (う)けた神様 (かみさま)の人 (ひと)は、福音 (ふくいん)を全世界 (ぜんせかい)に伝 (つた)えるただ証人 (しょうにん)になる使命 (しめい)と祝福 (しゅくふく)を受 (う)けます。そして、ただ証人 (しょうにん)の使命 (しめい)を私 (わたし)の人生 (じんせい)の理由 (りゆう)として心 (こころ)に定 (さだ)めなければなりません。
今日 (きょう)から、ただ福音 (ふくいん)、ただ証人 (しょうにん)の約束 (やくそく)を握 (にぎ)って、神様 (かみさま)と疎通 (そつう)する時間 (じかん)を始 (はじ)めましょう。そうすれば、聖書 (せいしょ)に記録 (きろく)された信仰 (しんこう)の証人 (しょうにん)が受 (う)けた答 (こた)えを受 (う)けるようになるでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　インマヌエル教会聖日2部/2016.06.26




　きょうのいのり












　きょうのでんどう












　きょうのみことば

　創世記21～22

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう
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どくしょ
りょこう
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　　　　　　　　　　　　　　　　パイナップル
　　　　　　　　　ストーリー

　　　　　　　　　　　　オットー・コーニング著
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂川満　訳

<パイナップルストーリーは、ある宣教師 (せんきょうし)夫婦 (ふうふ)が、オランダ領 (りょう)ニューギニア（現在 (げんざい)はインドネシア領 (りょう)）で、原住民 (げんじゅうみん)と生活 (せいかつ)しながら7年間 (ねんかん)にわたってきたことが書 (か)かれた本 (ほん)です。簡単 (かんたん)でい話 (はなし)ですが、な教訓 (きょうくん)が含 (ふく)まれています。また、聖書 (せいしょ)の原理 (げんり)を生活 (せいかつ)にすることができるように、詳 (くわ)しい説明 (せつめい)も含 (ふく)まれています。
　オットー・コーニング宣教師 (せんきょうし)は、自分 (じぶん)が買 (か)ったパイナップルの苗木 (なえぎ)を植 (う)えました。はやく木 (き)がってパイナップルがふさふさ実 (みの)るのをちました。いつのまにか、パイナップルが木 (き)いっぱい実 (みの)りました。ところが、このとき、原住民 (げんじゅうみん)がの許可 (きょか)なく、パイナップルを取 (と)ってべることがきました。なの世界 (せかい)では当然 (とうぜん)のことだったのですが、宣教師 (せんきょうし)はとまどうしかありませんでした。しかし、それ以後 (いご)にきたことを通 (つう)じて、神様 (かみさま)の前 (まえ)にをささげ、自分 (じぶん)のいどおりにならないので生 (しょう)じた怒 (いか)りまで征服 (せいふく)するようになりました。
レムナントのみんなも、ささいなことにも怒 (いか)りでいっぱいになる自 (じ)分 (ぶん)のを見 (み)る時 (とき)がありますか。ときには自分 (じぶん)ののとおりしたい時 (とき)もあるでしょう。そのような自 (じ)分 (ぶん)の姿 (すがた)がとてもいやなレムナントがいるなら、<パイナップルストーリー>をんでみてください。神様 (かみさま)がに私 (わたし)の姿 (すがた)を分 (わ)かるようにされるでしょう。<パイナップルストーリー＞とともに10月 (がつ)の旅行 (りょこう)に出発 (しゅっぱつ)してみましょう。　　
（訳者注 (やくしゃちゅう)：「パイナップルストーリー」でサイト検索 (けんさく)をすると、サンライズミニストリーから
　　　　　　日本語 (にほんご)訳 (やく)されたものがpdfファイルででることができるように出 (だ)されています。
　　　　　　　　　srministry.chicappa.jp/srmain/wp-content/uploads/.../FPIN.pdf）





























おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！止 (と)まることがない神様 (かみさま)の働 (はたら)きを味 (あじ)わう人 (じん)にならせてくださって、ありがとうございます。ただ福音 (ふくいん)とただ証人 (しょうにん)の約束 (やくそく)を握 (にぎ)って、神様 (かみさま)と疎通 (そつう)する定刻 (ていこく)祈 (いの)りを味 (あじ)わうことができますように。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン



[image: ]まいにち　しあわせな　
いのり　りょこうに　たびだとう！






使徒 (しと)19:21　これらのことが一段落 (いちだんらく)すると、パウロは御霊 (みたま)の示 (しめ)しにより、マケドニヤとアカヤを通 (とお)ったあとでエルサレムに行 (い)くことにした。そして、「私 (わたし)はそこに行 (い)ってから、ローマも見 (み)なければならない」と言 (い)った。


きんようび



旅行 (りょこう)はいつも、心 (こころ)がどきどきして楽 (たの)しいことです。神様 (かみさま)は、レムナントのみんなに毎日 (まいにち)幸 (しあわ)せな旅行 (りょこう)に出発 (しゅっぱつ)できる奥義 (おくぎ)を知 (し)らせてくださいました。それが祈 (いの)りで旅立 (たびだ)つ幸 (しあわ)せな旅行 (りょこう)ということです！
祈 (いの)りで、まずにカルバリの丘 (おか)に上 (あ)がって、十字架 (じゅうじか)で死 (し)んで復活 (ふっかつ)されたイエス様 (さま)に会 (あ)いましょう。イエス様 (さま)の大 (おお)きくて偉大 (いだい)な愛 (あい)を感 (かん)じることができるでしょう。そして、今 (いま)、私 (わたし)の中 (なか)におられる聖霊 (せいれい)様 (さま)といっしょに祈 (いの)りで対話 (たいわ)してみましょう。レムナントのみんなとともにおられる聖霊 (せいれい)様 (さま)が、今 (いま)、言 (い)われるみことばがあるでしょう。また、祈 (いの)りを通 (とお)して、神様 (かみさま)がレムナントのみんなにくださった祝福 (しゅくふく)の現場 (げんば)と全世界 (ぜんせかい)に行 (い)ってみましょう！私 (わたし)の家族 (かぞく)と最 (もっと)も親 (した)しい友 (とも)だち、先生 (せんせい)のために祈 (いの)れば、その人 (ひと)たちに神様 (かみさま)の祝 (しゅく)福 (ふく)を伝 (つた)えることができます。祈 (いの)りは、神様 (かみさま)が私 (わたし)にくださった夢 (ゆめ)とビジョンをあらかじめ見 (み)ることができる霊的 (れいてき)な奥義 (おくぎ)でもあります。普段 (ふだん)私 (わたし)が行ってみたい国 (くに)があるならば、その国 (くに)のために献身 (けんしん)する宣教師 (せんきょうし)先生 (せんせい)のために祈 (いの)りましょう。そして、そこで世 (せ)界 (かい)福 (ふく)音 (いん)化 (か)を成 (な)し遂 (と)げる未来 (みらい)の私 (わたし)の姿 (すがた)も想像 (そうぞう)してみましょう！
神様 (かみさま)とともに行く祈 (いの)り旅行 (りょこう)、本当 (ほんとう)に幸 (しあわ)せでしょう。今 (いま)から祈 (いの)りの旅行 (りょこう)に旅立 (たびだ)ちましょう！　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　地域伝道集中訓練（カンソ）1講/2016.7.5




　きょうのいのり












　きょうのでんどう












　きょうのみことば

創世記23～24

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう









[image: ]　　　　　　　　次 (つぎ)のページにある絵 (え)を活用 (かつよう)して、祈 (いの)り旅 (りょ)行 (こう)にいっしょに旅立 (たびだ)ちましょう。
　　　　　　　　自分 (じぶん)のビジョントリップ（Vision Trip）をしたい国 (くに)、宣教 (せんきょう)したい国 (くに)、
　　　　　　　　そして、RUTC (アールユーティーシー)を建 (た)てたい国 (くに)を見 (み)つけて、レムナントのみんなの
　　　　　　　　旗 (はた)を切 (き)り抜 (ぬ)いて貼 (は)りましょう。なぜ、その国 (くに)に行 (い)きたいのか、下 (した)に
　　　　　　　　書 (か)きましょう


みことばを
てきようしよう



























おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！祈 (いの)る時 (じ)間 (かん)が幸 (しあわ)せなように、恵 (めぐ)みをくださって、ありがとうございます。この祈 (いの)りが私 (わたし)の友 (とも)だち、家族 (かぞく)、を生 (い)かす答 (こた)えとなるように導 (みちび)いてください。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

[image: ]
　世界 (せかい)宣教 (せんきょう)を計画 (けいかく)しよう
　　　　　　　　

[bookmark: _GoBack][image: ]　わたしを　とおして　ひろがる
　　　かみさまの　しゅくふく
　　　　　　　　


　　　　　　

使徒 (しと)1:8　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)まれるとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土 (ぜんど)、および地 (ち)の果 (は)てにまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。」





どようび



静 (しず)かな湖 (みずうみ)に石 (いし)を投 (な)げれば、波 (なみ)が広 (ひろ)がっていきます。「カンカンカン」と鐘 (かね)を鳴 (な)らせば、鐘 (かね)の音 (おと)が広 (ひろ)がって、遠 (とお)くいる友 (とも)だちも音 (おと)を聞 (き)くようになります。霊的 (れいてき)祝福 (しゅくふく)も同 (おな)じだと言 (い)われます。今日 (きょう)は霊的 (れいてき)祝福 (しゅくふく)をどのように味 (あじ)わうのか、詳 (くわ)しくてみましょう。
私 (わたし)からまず神様 (かみさま)に祈 (いの)りながら神 (かみ)の子 (こ)どもの身分 (みぶん)と権威 (けんい)を味 (あじ)わいましょう。霊 (れい)的 (てき)祝 (しゅく)福 (ふく)が私 (わたし)の家族 (かぞく)、友 (とも)だちにますます広 (ひろ)がるでしょう。神様 (かみさま)とともにいることができる貴重 (きちょう)な祝福 (しゅくふく)を他 (ほか)の人 (ひと)に伝 (つた)えることができる最 (もっと)もやさしい方法 (ほうほう)です。神様 (かみさま)のみことばを黙想 (もくそう)して祈 (いの)る時 (とき)には、目 (め)に見 (み)えない驚 (おどろ)くことが起 (お)きます。御 (み)使 (つか)いが神様 (かみさま)のお手伝 (てつだ)いをしながら私 (わたし)たちを手助 (てだす)けして、暗 (くら)やみの働 (はたら)きをするサタンと悪 (わる)い霊 (れい)は逃 (に)げて行 (い)くようになります。
レムナントのみんなは、今 (いま)、どんな問題 (もんだい)のために悩 (なや)んでいるのでしょうか。まずに祈 (いの)って神様 (かみさま)に質問 (しつもん)してみましょう。は「わたしの子 (こ)、イエス・キリストがいつもあなたとともにいるよ。あなたの中 (なか)の聖霊 (せいれい)が導 (みちび)いていることを忘 (わす)れないで。あなたは、かならず全世界 (ぜんせかい)にこの祝福 (しゅくふく)を知 (し)らせる証人 (しょうにん)になるよ」と答 (こた)えられるでしょう。今日 (きょう)から私 (わたし)が最 (もっと)も幸 (しあわ)せになる霊的 (れいてき)祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わいましょう。
　　　　　　　　　地域伝道集中訓練（カンソ）2講/2016.7.5










　きょうのいのり












　きょうのでんどう












　きょうのみことば

創世記25～26

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう










[image: ]神様 (かみさま)が私 (わたし)に送 (おく)ってくださった手紙 (てがみ)です。（　　　　）に私 (わたし)の名前 (なまえ)を
書 (か)いて、ゆっくり読 (よ)んでみましょう！




To（　　　　　　　）

　　　　　　　　　（　　　　　　）こんにちは。
　　　　　　　　　きょうも、あなたと、話 (はなし)ができて、ほんとうに
　　　　　　　　　うれしいよ！
　　　　　　　　　（　　　　　　）、あなたは、わたしの子 (こ)どもだ
　　　　　　　　　という事実 (じじつ)を、いつも忘 (わす)れないで！
　　　　　　　　　わたしは聖霊 (せいれい)で、いつもあなたとともにいる。
　　　　　　　　　だから、どんなことも、心配 (しんぱい)する必要 (ひつよう)が
　　　　　　　　　ないのだよ。
　　　　　　　　　このうれしいお知 (し)らせを、あなたの家族 (かぞく)と
　　　　　　　　　友 (とも)だちに伝 (つた)えてあげてね。
　　　　　　　　　その人 (ひと)たちも、かならずよろこぶよ！
　　　　　　　　　
　　　　　　From（　　　　　　）を
　　　　　　　　　　　　　　　とても愛 (あい)する神様 (かみさま)より



みことばを
てきようしよう

































おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！きょう、私 (わたし)のみことば黙想 (もくそう)と祈 (いの)りがどんどん広 (ひろ)がって、友 (とも)だちと人々 (ひとびと)を生 (い)かす答 (こた)えになることをありがとうございます。きょうも私 (わたし)がだれなのか確信 (かくしん)を持 (も)つことができますように。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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